













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　 対日輸出 対日輸入 対日貿易収支
2010年実績 28,176 64,296 -36,120 
2018年実績 30,527 54,603 -24,076 
実績増分（8年間） 2,351 -9,692 12,043 
仮想増分（同）＊ 8,363 16,629 -8,266 































































　 各国向け輸出 各国からの輸入 各国別貿易収支
日本 -6,012 -26,322 20,310 
中国 10,608 16,403 -5,795 
ASEAN 31,123 5,428 25,695 
米国 8,214 7,994 220 
EU -10,975 10,832 -21,807 























































1965 0.62 0.33 1.60 11.79 0.12 0.00 0.44 0.07 0.15 0.09 0.39 
1975 0.97 0.26 2.95 17.72 0.37 0.09 0.75 0.16 0.86 0.34 0.70 
1985 0.97 0.19 2.37 14.67 0.98 0.35 1.72 0.36 1.18 1.54 0.97 
1995 0.75 0.19 1.96 2.89 1.04 0.69 0.81 0.46 1.80 2.58 0.93 
2005 0.44 0.23 1.78 0.95 1.60 1.10 0.90 1.22 1.65 8.38 1.09 
2015 0.42 0.29 1.44 0.58 1.84 1.32 1.29 1.45 1.79 5.19 1.21 
対
日
1965 0.86 1.60 0.10 1.18 0.02 0.00 0.04 0.01 0.08 0.01 0.26 
1975 1.83 2.73 0.93 3.43 0.12 0.06 0.09 0.07 0.47 0.03 0.53 
1985 2.08 4.34 0.64 2.67 0.26 0.19 0.44 0.08 0.27 0.83 0.60 
1995 1.88 2.10 0.66 3.43 0.32 0.22 0.71 0.09 0.54 0.17 0.52 
2005 1.33 2.36 0.46 0.97 0.38 0.25 0.50 0.36 0.44 0.26 0.50 






















































　 2005 2018 変動幅 2005 2018 変動幅
世界 6.1 4.0 -2.1p 2.8 3.3 0.5p
日本 --- --- --- 4.7 4.3 -0.4p
韓国 18.5 10.2 -8.3p --- --- ---
中国 15.2 8.5 -6.8p 11.6 9.5 -2.1p
米国 8.2 5.6 -2.6p 2.6 2.9 0.3p
EU 2.1 1.2 -0.9p 1.0 0.9 -0.1p
ASEAN 14.0 8.6 -5.3p 4.7 7.2 2.5p
ブルネイ 10.5 3.9 -6.6p 3.6 2.4 -1.2p
カンボジア 3.9 4.1 0.1p 5.9 3.1 -2.8p
インドネシア 12.0 9.4 -2.6p 5.0 4.7 -0.2p
ラオス 1.7 1.9 0.2p 1.2 1.2 0.0p
マレーシア 14.6 7.3 -7.4p 5.0 4.5 -0.6p
ミャンマー 2.5 3.6 1.1p 4.2 2.3 -2.0p
フィリピン 17.0 9.7 -7.3p 4.8 10.2 5.4p
シンガポール 9.6 6.0 -3.6p 4.3 3.8 -0.5p
タイ 22.0 14.2 -7.8p 3.3 3.6 0.3p
ベトナム 11.1 8.2 -2.9p 9.8 20.5 10.8p

















































































































흑자 4년만에 반토막―미국산 원유 수입 크게 늘어］『米国通商情報』［미국통상정보］3
月16日 （https://kita.net/cmmrcInfo/cmercInfo/areaAcctoCmercInfo /cmercNews/cmercNewsDe 
tail.do?no=57152, 2020年5月31日採録）.
韓国輸出入銀行 2019. 『2018 会計年度海外直接投資経営分析』［2018 회계연도해외직접투자 경영
분석］.
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Economics 11（4） November: 495-511.
Krugman, Paul R. 1979. “Increasing Returns, Monopolistic Competition, and International Trade.” 
















ノウォンジョン 2008; 水野 2011）。
　2000年代に入ると，IT産業における日韓関係は新たな様相を呈するようにな
った。第1に，韓国におけるIT部材・機械類の生産拡大と一部の分野での輸出産

























































































































































































































































































































































































熱処理 テラセミコン, ビアトロン ビアトロン, 光洋
ELA APシステム 日本製鋼所
TFT工程
洗浄 ウェット/ドライ セメス, FNSテック DMS, KCテック
成膜
プラズマ




露光 ニコン, キャノン ニコン, キャノン
コーター KCテック, セメス, STI DMS, STI
エッチング
ドライエッ
チャー ICD, ウォニックIPS インべニア, ICD, 東京エレクトロン
アッシャー ICD インべニア, ICD
ウェット
エッチャー KCテック, FNSテック DMS, KCテック
ストリッ











OLED蒸着 蒸着 蒸着機 キャノントッキ ヤス, キャノントッキ, サニック・システム




フトオフ APシステム, フィル・オブティクス EOテクニクス





グ装置 フィル・オブティクス, EOテクニクス EOテクニクス
ボンディング ジェイステック, ファインテック






徳山ネオラックス, 斗山電子 出光興産, メルク
赤




燐光材料：サムスンSDI, UDC, 日鉄 燐光材料：メルク, LTメタル
蛍光材料：斗山電子 蛍光材料：出光興産, LTメタル
ドーパント UDC UDC












　　（2） 表中の略語は以下のとおりである。LTPS (Low-temperature Poly Silicon: 低温ポリシリコン)，TFT　
(Thin-Film Transistor: 薄膜トランジスタ)，OLED (Organic Light Emitting Diode: 有機発光ダイオー
ド)，ELA (Excimer Laser Annealing: エキシマレーザアニール)，HIL (Hole Injection Layer)，HTL (Hole 









































区分 韓国 日本 アメリカ ドイツ
フォトレジスト及び
電極素材
70 30 － －（東進, ナノ新素材） （チッソ）
正孔注入材料
（HIL）
90 10 － －（LG化学, 斗山） （出光）
正孔輸送材料
（HTL）
51 21 － 28（斗山，徳山） （出光） （メルク）
発光材料
（EML）
45 27 10 18
（徳山, LG化学） （出光） （UDC） （メルク）
電子輸送材料
（ETL）
42 58 － －（サムスンSDI, SFC） （出光など）
カラーレジスト及び
ブラックレジスト
80 20 － －（東進, C&Aインダストリ） （住友）
薄膜封止
（空気浸透防止）
100 － － －（LG化学, サムスンSDI）








































































































































































ァン 2019; チョンウンギョン 2019, 59）。このため，フッ化物の合弁事業では，日
系サプライヤーが日本製の原液と精製設備を提供し，韓国の工場ではこれらを使
って追加的な精製・配合を施すかたちで生産活動が行われている（チョンウンギ





























た（インタビュー 2012b; 2012c; 2012e; 2018）。























































































































































































































































































止にした（ファンジョンス 2019）。LGディスプレイは，2017 ～ 18年に第3.5世代向け（P2）工場，



































































































































クノロジーも中国での現地生産に着手した（東進セミケム 2017, 190; KOTRA 













































































































オプトロニクス 2019.「IHS, 混沌を増すディスプレー市場について報告」OPTRONICS ONLINE, 
2月15日（ http://www.optronics-media.com/news/20190215/55604）．
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화 실패가 화학소재 무역분쟁 불렀다!］ 7月22日.
ファンジョンス［황정수］ 2019. 「脱LCD加速…サムスン・LGディスプレイ，減産突入」［脫LCD 
가속…삼성・LG디스플레이 감산 돌입］『韓国経済』9月16日.
ファンチョルソン［황철성］ 2019. 「3次メモリ半導体戦争と我々の対応」［3차 메모리 반도체 전
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生産 見掛消費 輸出 輸入
総計 日本 中国 東南アジア 総計 日本 中国
条鋼類 19,791,330 22,619,814 2,504,948 118,825 256,556 690,919 5,333,432 1,403,083 3,654,970
厚中板 7,883,486 13,931,678 1,162,630 89,096 384,754 382,381 7,210,822 1,954,600 4,910,386
熱延鋼板・熱延コイル 10,913,277 14,733,517 4,153,290 915,498 308,503 1,084,444 7,973,530 3,292,699 4,157,460
冷延鋼板・冷延コイル 7,284,660 3,718,681 3,954,338 54,623 1,249,065 97,598 388,359 108,797 178,050
電磁鋼板 939,820 485,473 493,552 5,301 201,071 62,659 39,205 27,049 2,239
ぶりき 623,706 294,943 338,127 3,966 29,915 138,731 9,364 3,862 2,001
溶融亜鉛めっき鋼板 4,601,969 3,137,841 1,744,659 258,733 220,201 272,096 280,531 226,390 52,782
電気亜鉛めっき鋼板 1,813,067 966,662 878,631 67,372 344,425 148,066 32,226 25,773 5,277
その他表面処理鋼板 3,093,806 1,202,943 2,063,735 43,758 336,563 262,403 172,872 27,559 129,992
鋼管 4,811,665 3,682,195 1,802,619 45,058 92,502 278,463 673,149 179,857 379,623
鋳鍛鋼 1,582,710 1,485,286 622,769 127,470 129,989 78,108 525,345 55,169 395,995
半製品（ビレット等） 624,392 6,140,603 624,392 114,286 30,234 295,535 6,140,603 2,070,456 285,385
鋼線類 443,779 161,672 443,779 160,101 51,841 64,697 161,672 10,012 141,617






















生産 見掛消費 輸出 輸入
総計 日本 中国 東南アジア 総計 日本 中国
条鋼類 21,313,314 23,367,013 2,902,977 262,582 219,794 1,133,217 4,956,676 1,100,682 3,408,477
厚中板 8,491,491 6,497,718 3,218,556 652,800 403,645 488,658 1,224,783 380,192 767,365
熱延鋼板・熱延コイル 16,102,312 15,690,982 6,949,009 1,069,076 592,981 2,236,308 6,537,679 2,694,213 3,324,142
冷延鋼板・冷延コイル 8,416,964 4,192,945 5,203,158 782,813 1,231,451 1,164,239 979,139 185,263 695,522
電磁鋼板 802,716 291,264 598,444 25,135 57,303 74,866 86,992 22,975 57,025
ぶりき 611,724 281,416 383,894 10,815 3,606 169,846 53,586 7,870 34,635
溶融亜鉛めっき鋼板 7,664,595 5,130,956 3,811,037 536,153 845,900 346,998 1,277,398 66,102 1,204,621
電気亜鉛めっき鋼板 1,771,000 1,047,076 913,613 46,825 341,610 126,431 189,689 4,707 181,908
その他表面処理鋼板 3,373,684 1,490,994 2,476,571 47,823 260,982 307,242 593,881 55,625 495,312
鋼管 5,639,659 3,170,277 3,088,527 111,134 98,443 163,972 619,145 109,819 447,960
鋳鍛鋼 1,496,036 1,452,067 643,478 146,530 103,529 82,849 599,509 93,136 386,397
半製品（ビレット等） 904,115 904,115 265,872 27,615 471,874 2,348,812 1,236,193 294,017
線類 574,911 574,911 167,260 70,080 87,295 251,380 9,872 219,368














721049 めっき･被覆した冷間圧延フラットロール製品，幅600ミリ以上，錫･亜鉛･鉛めっき，波形を除く 406,659 0.81
720851 熱間圧延その他の鉄板厚さ10ミリ超 249,656 0.87
720917 冷間圧延フラットロール製品，幅600ミリ以上，厚さ0.5-1ミリ 209,646 0.60
720916 冷間圧延フラットロール製品，幅600ミリ以上，厚さ1-3ミリ 152,035 0.66
721933 ステンレスの熱間圧延フラットロール製品幅600ミリ以上，厚さ1～ 3ミリ 139,463 1.19
720827 熱間圧延フラットロール製品600ミリ以上，酸洗したもの，厚さ3ミリ未満 126,816 0.85
720839 熱間圧延フラットロール製品，厚さ3ミリ未満 86,464 0.92
722990 ステンレス以外の合金鋼の線材，シリコンマンガン鋼を除く 80,909 0.18
721913 ステンレスの熱間圧延フラットロール製品，厚さ3ミリ以上4.75ミリ未満 79,053 1.42
720826 熱間圧延フラットロール製品，幅600ミリ以上，酸洗したもの，厚さ3ミリ以上4.75ミリ以下 76,085 0.80
721934 ステンレスの熱間圧延フラットロール製品，厚さ0.5ミリ以上1ミリ未満 71,308 1.24
721633 H形鋼，高さ80ミリ未満，熱間圧延，熱間引抜きまたは押出し 61,810 0.93
720837 熱間圧延フラットロール製品，厚さ4.75ミリ以上10ミリ以下 59,237 0.88
721730 その他卑金属めっき鉄･非合金鋼線 56,299 0.24

















































































































































































































































































































































































企業名 進出国 企業名 分類 製品 生産能力(1,000t/年) 操業開始年
ポスコ タイ TheSiamUnitedSteel(SUS) 単圧 冷延 1000 1998/11
POSCO-ThainoxPublicCompany 単圧 ステンレス冷延 300 2007(資本参加)
POSCOCoatedSteel(Thailand) 単圧 表面処理 400 2015
インドネシア PT.KrakatauPOSCO 高炉一貫 スラブ，厚板 6000 2013/12
ベトナム VSC-POSCOSteelCorp(VPS) 単圧 条鋼 250 1995
POSCO-Vietnam 単圧 冷延，表面処理 1200 2009/10
POSCOVietnamStainlessSteel
(POSCOVST) 単圧 ステンレス冷延 235 2009/10(買収)
POSCOSS-Vina 電炉一貫 条鋼 1000 2014/7
マレーシア POSCO-Malaysia 単圧 表面処理（EG) 180 2008/1(買収)
ミャンマー MYANMAR-POSCO 単圧 亜鉛めっき鋼板 20 1997
日本製鉄 タイ ThaiSteelPipeIndustry(TSP) 単圧 鋼管 84 1965/1
SiamTinplate(STP) 単圧 表面処理（ブリキ） 270 1992/2
SiamNipponSteelPipe(SNP) 単圧 鋼管 71 1996/1










単圧 表面処理（CG) 360 2013/10
CanadoilGroupLtd. 単圧 厚板 1200 2013?










Sumikin 単圧 冷延，表面処理 480 2017/7
ベトナム VietnamSteelProducts(VSP) 単圧 鋼管 48 1997/11
POSCO-Vietnam 単圧 冷延 1200 2009/1(資本参加)
NipponSteel&SumikinPipe




(カラー ) 60 2012/6














































PublicCo.,Ltd.(TCR) 単圧 冷延 1997/6
TheSiamUnitedSteel(1995)
Co.,Ltd.(SUS) 単圧 冷延 1000 1998/11
JFESteelGalvanizing(Thailand)
Ltd.(JSG) 単圧 表面処理(CG) 400 2013/4
インドネシア P.T.SERMANIINDONESIA 単圧 表面処理(CG) 24 1969(設立)






J-SpiralSteelPipeCo.,Ltd. 単圧 鋼管 2010/11(買収)
マレーシア PerusahaanSadurTimahMalaysiaBhd.(PERSTIMA) 単圧 表面処理
2002/12
(資本参加)
MycronSteelBerhad 単圧 冷延 2010/2(資本参加)























































2002年 日本 韓国 中国
輸入国 日本 － 639 329
韓国 3,045 － 443
中国 2,692 1,465 －
東南アジア 3,035 880 362
2018年 日本 韓国 中国
日本 － 2,827 1,235
韓国 5,352 － 5,348
中国 5,319 3,461 －
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の鉄鋼業―発展と変容』日本貿易振興機構アジア経済研究所．
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2010年代に40 ～ 50歳代であった消費主体の中心が2020 ～ 2030年代には50
～ 60歳代に移行するとともに，住居費や保健医療費の支出割合は着実に増加し

























































































2012年 2015年 2018年 2020年 年平均成長率
市場規模 比重 市場規模 比重 市場規模 比重 市場規模 比重 （2012-2020）
療養 29,349 93.90 46,533 93.92 73,778 93.94 100,316 93.96 16.61 （16.60）
用品 16,689 100 18,770 100 20,957 100 22,907 100 4.04 （4.04）
食品 64,016 14.70 93,609 16.39 136,880 18.27 176,343 19.64 13.5 （9.46）
医薬品 37,791 27.92 54,010 35.02 77,190 42.86 97,937 48.31 12.64 （5.18）
医療機器 12,438 32.08 17,827 32.88 25,550 32.88 32,479 34.26 12.75 （11.82）
化粧品 6,945 9.75 10,645 10.69 16,316 11.72 21,690 12.46 15.3 （11.82）
住居 13,546 1.47 14,209 2.32 14,257 2.33 14,301 2.33 0.68 （-4.92）
余暇 93,034 6.22 137,237 7.10 202,441 8.11 262,331 8.86 13.84 （8.91）






2010年 2015年 2020年 年平均成長率
市場規模 比重 市場規模 比重 市場規模 比重 （2010-2020）


















































































































































2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018
要介護認定申請者 355,526 522,293 622,346 617,081 643,409 685,852 736,879 789,024 848,829 923,543 1,009,209
要介護認定判定者
（要介護認定者＋等級外） 265,371 390,530 465,777 478,446 495,445 535,328 585,386 630,757 681,006 749,809 831,512
要介護認定者 214,480 286,907 315,994 324,412 341,788 378,493 424,572 467,752 519,850 585,287 670,810
要介護認定率
（申請者対比） 60.33 54.93 50.77 52.57 53.12 55.19 57.62 59.28 61.24 63.37 66.47
要介護認定者率






















































などでは情報通信技術（Information and Communication Technology：ICT）や
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前田展弘 2015. 「高齢者の消費力のポテンシャル―高齢者市場開拓に向けた参考情報」（研究員
の眼）ニッセイ基礎研究所.
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年 現地法人 支店など 年 現地法人 支店など
1995 1,079 208 2010 2,182 377
1996 1,108 197 2011 2,209 377
1997 1,097 203 2012 2,277 404
1998 1,077 199 2013 2,297 412
1999 1,159 237 2014 2,147 404
2000 1,261 250 2015 2,208 399
2001 1,354 248 2016 2,197 395
2002 1,420 239 2017 2,150 381

















































　 日本 アジア 欧州 北米 その他 計
(n=124) (n=74) (n=88) (n=37) (n=22) (n=345)
韓国内需市場進出 60.5 35.1 69.3 48.6 59.1 55.9
市場の成長潜在力 31.5 29.7 48.9 40.5 27.3 36.2
グローバルネットワーク構築 21.8 21.6 26.1 24.3 27.3 23.5
生産の効率性 14.5 4.1 6.8 5.4 0.0 8.4
技術力・R&D，革新環境 11.3 18.9 10.2 8.1 22.7 13.0
優秀な人的資源確保 8.9 12.2 5.7 16.2 13.6 9.9
部品調達の容易さ 7.3 12.2 3.4 0.0 0.0 6.1
近隣市場進出の橋頭保 6.5 21.6 5.7 10.8 0.0 9.6
政府の外国企業投資インセンティブ 6.5 9.5 4.5 8.1 0.0 6.4





　 韓国 中国 ベトナム タイ
　 （n=27) （n=197) （n=163) （n=152)
現地マーケットの現状規模 ① 51.9 ② 61.4 ― ② 32.9
現地マーケットの今後の成長性 ② 25.9 ① 68.5 ① 71.2 ① 50.0
現地のインフラが整備されている ③ 22.2 ― ― ―
現地マーケットの収益性 ④ 18.5 ― ― ―
優秀な人材 ⑤ 14.8 ― ③ 19.0 　
産業集積がある ⑤ 14.8 ④ 22.3 ― ④ 24.3
組み立てメーカーへの供給拠点として ⑤ 14.8 ③ 26.9 ― ④ 24.3
安価な労働力 ― ⑤ 14.2 ② 50.3 ―
政治・社会情勢が安定している ― ― ④ 18.4 ―


































2010 43 55.0 38.2 2.1 2.0 2.8 100.0 41 86.1 11.8 2.1 100.0
2011 39 54.8 33.2 4.1 5.4 2.6 100.0 31 89.8 2.6 7.6 100.0
2012 63 49.7 35.4 4.7 5.3 5.0 100.0 54 90.2 4.3 5.5 100.0
2013 89 47.9 38.9 2.0 5.4 5.8 100.0 79 86.7 10.0 3.3 100.0
2014 85 49.1 35.8 3.5 5.8 5.9 100.0 71 85.4 10.5 4.1 100.0
2015 88 45.3 40.6 3.4 4.7 6.0 100.0 76 88.6 7.9 3.5 100.0
2016 66 49.2 35.1 3.5 6.1 6.1 100.0 59 88.2 7.4 4.4 100.0
2017 34 44.6 37.8 5.8 4.3 7.5 100.0 28 83.5 14.7 1.8 100.0
2018 37 36.5 46.4 3.1 8.2 5.8 100.0 30 85.5 10.0 4.5 100.0

























年 n 輸出比率 n 日本 ASEAN 中国 インド 米国 欧州 その他 合計
2010 79 19.3 51 35.3 12.9 28.1 2.2 3.8 1.4 16.3 100.0 
2011 79 18.8 44 35.4 12.5 17.9 1.4 8.8 5.9 18.2 100.0 
2012 146 18.6 81 37.7 11.8 20.7 1.4 7.0 4.5 16.9 100.0 
2013 198 17.1 118 38.5 10.0 22.9 1.2 6.2 4.7 16.6 100.0 
2014 209 18.7 123 36.1 11.7 23.3 1.2 6.2 4.8 16.7 100.0 
2015 188 23.2 126 36.3 9.9 26.8 0.7 6.2 5.2 14.9 100.0 
2016 165 23.6 111 29.8 12.8 25.6 1.6 8.0 5.1 17.3 100.0 
2017 107 23.1 68 38.0 12.5 22.9 0.7 8.2 7.5 10.2 100.0 
2018 125 24.8 81 34.8 16.3 22.6 1.3 6.9 7.2 10.9 100.0 
























日本 アジア 欧州 北米 その他 計
(n=124) (n=74) (n=88) (n=37) (n=22) (n=345)
規制環境 3.21 3.24 3.25 3.20 3.24 3.23
労務環境 2.91 3.08 3.01 2.97 3.01 2.98
行政環境 3.12 3.18 3.22 3.26 3.19 3.18
税務環境 3.12 3.22 3.24 3.30 3.05 3.19
金融環境 3.28 3.31 3.39 3.33 3.00 3.30
立地環境 3.40 3.58 3.49 3.34 3.41 3.46
研究環境・革新環境 3.13 3.37 3.35 3.08 3.05 3.23
物流環境 3.41 3.52 3.60 3.34 3.16 3.45
知的財産権保護環境 3.23 3.39 3.32 3.36 3.06 3.28













































































































年 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009
農・畜・水産・鉱業 3 2 8 2 0 2 0 0 0 0
農・畜・林業 3 2 8 0 0 0 0 0 0 0
漁業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
鉱業 0 0 0 1 0 2 0 0 0 0
製造業 595 379 370 289 1,540 468 1,291 548 654 600
食品 73 1 8 2 2 5 8 3 0 25
繊維・織物・衣類 1 0 1 4 1 5 0 3 14 0
製紙・木材 0 0 0 0 5 1 10 0 0 0
化学工業 115 61 60 98 145 124 90 72 69 93
医薬 2 2 1 0 7 1 5 0 0 0
非金属鉱物製品 195 144 9 11 5 97 122 39 246 93
金属・金属加工製品 6 3 6 7 28 3 170 22 18 33
機械装備・医療精密 21 20 23 43 37 63 91 64 97 33
電気・電子 141 131 144 76 1,183 107 757 269 157 306
輸送用機械 38 11 100 46 115 54 32 75 52 16
その他製造業 3 6 17 1 12 7 6 0 0 2
サービス業 514 234 86 170 261 1,182 324 259 662 169
卸売・小売 98 76 44 128 77 71 84 41 56 37
宿泊・飲食業 3 8 3 3 3 4 2 16 3 1
運送・倉庫 3 4 2 2 12 19 16 11 8 8
情報通信 299 50 7 10 47 959 90 51 222 34
金融・保険 94 75 22 17 85 77 81 92 301 49
不動産 0 2 0 3 0 15 13 13 33 1
事業支援・賃貸 1 3 1 3 2 3 9 5 2 5
研究開発・専門・科学技術 14 6 3 2 29 32 22 29 7 21
余暇・スポーツ・娯楽 0 0 2 0 0 2 4 1 0 5
公共・その他サービス 2 9 3 1 5 1 4 1 30 8
電気ガス・水道・環境浄化・建設 1 1 2 1 3 1 5 12 17 9
電気・ガス 0 0 0 0 0 0 1 1 2 8
水道・下水・環境浄化 0 1 0 0 1 0 1 1 13 0
総合建設 1 0 2 0 1 1 3 7 2 0
専門職別工事 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0
合計 1,114 616 466 461 1,804 1,654 1,620 819 1,332 778







年 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
農・畜・水産・鉱業 0 0 0 0 0 3 1 0 1 1
農・畜・林業 0 0 0 0 0 3 1 0 0 1
漁業 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
鉱業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
製造業 761 634 1,672 1,460 1,168 516 427 801 520 306
食品 2 23 2 1 0 10 8 1 9 0
繊維・織物・衣類 0 1 2 7 29 0 31 30 0 6
製紙・木材 0 0 1 3 0 0 1 11 0 1
化学工業 205 137 772 514 342 121 96 211 146 107
医薬 0 4 35 28 4 45 17 0 14 0
非金属鉱物製品 165 82 52 459 285 0 0 0 72 3
金属・金属加工製品 4 36 108 10 19 7 4 321 12 26
機械装備・医療精密 54 81 220 86 138 145 37 33 97 102
電気・電子 321 225 422 167 261 165 171 120 125 36
輸送用機械 5 39 38 165 79 11 62 21 5 8
その他製造業 4 5 21 20 10 11 0 52 41 18
サービス業 670 812 2,165 1,425 1,094 706 374 466 505 706
卸売・小売 117 256 243 82 63 73 183 74 82 111
宿泊・飲食業 5 7 93 184 25 126 15 56 82 15
運送・倉庫 5 14 11 12 12 12 8 18 10 4
情報通信 195 259 783 174 286 24 57 133 159 76
金融・保険 206 178 798 238 321 191 74 110 111 491
不動産 1 5 19 8 18 3 10 43 7 2
事業支援・賃貸 0 2 12 22 9 0 10 8 1 3
研究開発・専門・科学技術 132 77 200 672 358 276 12 23 52 3
余暇・スポーツ・娯楽 0 0 1 4 2 0 4 0 0 0
公共・その他サービス 8 14 5 29 0 1 0 1 1 1
電気ガス・水道・環境浄化・建設 4 22 9 4 7 2 11 9 8 15
電気・ガス 3 19 0 2 7 1 0 9 8 14
水道・下水・環境浄化 0 0 8 0 0 0 9 0 0 0
総合建設 0 3 1 0 0 0 0 0 0 0
専門職別工事 0 0 0 2 0 0 1 0 0 0
合計 1,434 1,468 3,846 2,889 2,269 1,226 813 1,277 1,035 1,028



































































































































































































































































































































































































































































































国名 都市・ 地域名 生産品
東友ファインケム 
出資比率（％）


































Toray Polytech (Nantong) Co., Ltd. 中国（江蘇省南通市） 不織布製造 50.00
P.T. Toray Polytech Jakarta インドネシア 不織布製造 65.00
TAK Advanced Film Nantong Co., Ltd. 中国（江蘇省南通市） フィルム製造 100.00
PT. TCK Textiles Indonesia インドネシア 織物製造 100.00
TAK Membrane (Tianjin) Co., Ltd. 中国（天津市） フィルタリング 100.00
TCK Shanghai Co., Ltd. 中国（上海市） 貿易業 100.00
TAK Fibers (Suzhou) Co., Ltd. 中国（江蘇省蘇州市） 原糸製造 100.00
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販売を行っているKJ Pretech Co., Ltd.と業務・資本提携。ス
マートフォン，携帯電話などに使用される中小型液晶用バック
ライトの事業拡大および世界市場における競争力向上を目指
す。KJ Pretech Co., Ltd.もミネベア株を取得する。
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年 2月1日 アブ・アウト ・「らーめん山頭火」韓国1号店をソウル市に出店。
（出所）日本企業各社のプレスリリースより筆者作成。
⑪ホテル・リゾート































年 発表日 企業名 概要
7月13日 西日本鉄道 ・海外第1号店としてソラリア西鉄ホテルソウル明洞を9月に開業。
2017






































































































































































































































































































































































































6月28日 美津濃 ・2013年4月1日に新設したMizuno Korea（ソウル市）が，Duckhwa Sportsの販売事業を譲り受けることを決定。
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プ会社SCREEN HD Korea Co.,Ltd.（ソウル市）から半導体部










































　 5月8日 大成ラミック ・ソウル市に韓国支店を新設。韓国市場での販売拡大のため，液体充填機のデモルームを併設した拠点を構築。
（出所）日本企業各社のプレスリリースより筆者作成。
⑮製造業企業のR&D拠点









































































































































































































































































・2014年1月に孫会社・Adastria Korea Co., Ltd.を設立す



































































































































































































































































































年 2月14日 LITALICO ・Olive Unionに追加出資し，戦略的アライアンスを締結。
9月30日 Hamee






















































































































































































































































































































































Changes in Economic Relations between Japan and Korea
